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定
山
渓
の
開
祖
、
修
験
僧
・
美

み
い
ず
み
じ
ょ
う
ざ
ん

泉
定
山
は
、
備
前
（
岡

山
県
）
の
寺
院
の
二
男
と
し
て
生
ま
れ
、
真
言
密
教
の
荒

行
を
積
み
、
巡

じ
ゅ
ん
し
ゃ
く
錫
の
旅
で
北
を
目
指
し
た
。
現
小
樽
市
張は

り

碓う
す

に
滞
在
中
、
ア
イ
ヌ
民
族
の
猟
師
か
ら
素
晴
ら
し
い
湯

が
湧
く
所
が
あ
る
と
聞
き
、
２
人
の
ア
イ
ヌ
の
先
導
役
と

険
し
い
山
を
越
え
、
現
在
の
定
山
渓
に
た
ど
り
着
き
、
病

に
苦
し
む
人
の
た
め
に
湯
治
場
を
開
い
た
。
今
か
ら
１
５

０
年
前
、
１
８
６
６
年
（
慶
応
２
年
）、
定
山
が
61
歳
の

と
き
だ
。

　

明
治
維
新
に
よ
る
紆
余
曲
折
を
経
て
、
開
拓
使
の
岩
村

通
俊
判
官
の
理
解
を
得
、
温
泉
開
発
が
始
ま
る
。
札
幌
か

ら
豊
平
川
沿
い
に
人
馬
が
通
れ
る
道
が
開
か
れ
、
温
泉
の

傍
ら
に
建
坪
64
坪
半
の
休
憩
所
を
建
設
。
岩
を
う
が
っ
て

浴
槽
を
設
け
、
１
８
７
１
年
（
明
治
４
年
）
に
官
設
の
温

泉
場
が
誕
生
し
た
。
経
費
は
１
５
７
２
円
で
、定
山
が「
湯

守
り
」
に
任
命
さ
れ
、
扶
持
米
が
支
給
さ
れ
た
と
「
さ
っ

ぽ
ろ
文
庫
・
定
山
渓
温
泉
」
に
あ
る
。

　

岩
村
判
官
の
遺
稿
集
「
貫
堂
存
稿
」
の
中
に
、「（
定
山

は
）
豊
平
川
の
上
流
に
温
泉
が
あ
る
。
こ
こ
に
鹿
が
来
て

湯
浴
び
し
て
い
る
の
を
よ
く
見
る
。
そ
れ
は
傷
を
し
た
鹿

や
病
気
の
鹿
の
よ
う
だ
。
も
し
か
し
た
ら
人
間
に
も
効
く

の
で
は
な
い
か
」（
原
文
は
漢
文
。
同
文
庫
よ
り
）
と
温

泉
開
発
を
直
訴
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

温
泉
が
広
く
庶
民
に
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は

江
戸
時
代
か
ら
だ
。
お
伊
勢
参
り
に
代
表
さ
れ
る
観
光
旅

行
の
慰
安
の
場
と
な
る
一
方
、
ケ
ガ
や
病
気
治
療
の
た
め

に
逗
留
す
る
湯
治
場
が
、
現
代
の
入
院
療
養
を
担
う
病
院

の
よ
う
な
役
目
を
負
っ
て
い
た
。
だ
か
ら
、
西
洋
医
学
が

普
及
し
て
い
な
い
１
５
０
年
前
、
温
泉
は
、
な
く
て
は
な

ら
な
い
医
療
施
設
だ
っ
た
の
だ
。

　

で
は
、
定
山
渓
の
温
泉
は
ど
ん
な
湯
な
の
だ
ろ
う
。
定

山
渓
観
光
協
会
に
よ
る
と
、
泉
源
は
豊
平
川
の
川
底
な
ど

に
56
カ
所
あ
り
、
毎
分
約
８
６
０
０
リ
ッ
ト
ル
の
湧
出
量

が
あ
る
。
湧
出
温
度
は
60
～
80
度
と
高
温
だ
。
泉
質
は
ナ

ト
リ
ウ
ム
―
塩
化
物
泉
（
旧
泉
名
・
食
塩
泉
）
で
、
日
本

で
は
一
番
多
い
泉
質
だ
が
、
実
は
、
海
水
や
化
石
海
水
、

マ
グ
マ
活
動
か
ら
発
す
る
熱
水
や
ガ
ス
に
由
来
す
る
も
の

で
は
な
い
と
い
う
。「
グ
リ
ー
ン
タ
フ
型
」
と
い
う
意
外

に
少
な
い
食
塩
泉
な
の
だ
。

　

グ
リ
ー
ン
タ
フ
と
は
、
２
３
０
０
万
年
か
ら
５
０
０
万

年
く
ら
い
前
（
地
質
時
代
区
分
の
新
第
三
紀
中
新
世
）
に

つ
く
ら
れ
た
緑
色
凝
灰
岩
の
こ
と
。
海
底
火
山
が
吹
き
出

し
た
溶
岩
が
、
地
殻
変
動
で
高
温
・
高
圧
に
さ
ら
さ
れ
、

海
水
成
分
を
取
り
込
ん
だ
ま
ま
変
成
し
、
そ
の
地
層
が
隆

起
し
て
日
本
列
島
の
一
部
に
な
っ
た
。
定
山
渓
温
泉
が
海

か
ら
離
れ
て
い
る
の
に
食
塩
成
分
が
濃
い
の
は
、
雨
水
が

こ
の
地
層
に
し
み
込
み
、
成
分
を
溶
か
し
込
ん
だ
熱
水
と

な
っ
て
湧
き
出
て
い
る
か
ら
だ
。
道
内
の
グ
リ
ー
ン
タ
フ

型
温
泉
で
は
、
八
雲
町
の
見け

ん
い
ち市
温
泉
と
平ひ

ら
た
な
い

田
内
温
泉
が
、

定
山
渓
温
泉
と
起
源
や
生
成
機
構
が
類
似
し
て
い
る
と
い

う
。

　

定
山
渓
の
湯
に
は
フ
ッ
素
や
、美
肌
効
果
の
メ
タ
珪
酸
、

消
毒
効
果
の
あ
る
メ
タ
ホ
ウ
酸
、
皮
脂
や
角
質
を
落
と
す

重
曹
も
豊
富
で
、
肌
触
り
が
な
め
ら
か
で
、
体
が
ぽ
か
ぽ

か
温
ま
る
優
れ
た
湯
で
あ
る
。

　

二
泊
三
日
の
「
ミ
ニ
湯
治
」
で
も
免
疫
力
が
高
ま
り
、

札幌市

開湯150周年の定山渓温泉

定山源泉公園にある美泉定山の座像
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そ
の
効
果
は
数
カ
月
間
持
続
す
る
。
近
年
、
温
泉
療
法
の

研
究
が
進
み
、
現
代
社
会
の
心
身
の
疲
れ
を
癒
し
、
病
気

を
予
防
す
る
の
に
有
効
だ
と
、
温
泉
の
健
康
利
用
が
見
直

さ
れ
て
き
て
い
る
。
開
湯
１
５
０
周
年
を
迎
え
た
定
山
渓

温
泉
は
、
観
光
や
レ
ジ
ャ
ー
、
慰
安
に
加
え
、
か
つ
て
あ
っ

た
、
病
を
癒
す
保
養
地
の
機
能
を
再
評
価
す
る
取
り
組
み

が
、
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。。

　

現
在
、
定
山
渓
の
宿
泊
施
設
（
小
金
湯
温
泉
、
豊
平
峡

温
泉
を
含
む
）
は
、
ホ
テ
ル
・
旅
館
16
軒
、
保
養
所
・
コ

ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
３
軒
の
合
計
19
施
設
。
日
帰
り
施
設
が
２

軒
。
２
０
１
４
年
の
入
り
込
み
数
（
入
湯
税
に
よ
る
）
は
、

宿
泊
１
１
４
万
６
６
３
１
人
、日
帰
り
37
万
１
５
８
９
人
、

合
計
１
５
１
万
８
２
２
０
人
。
宿
泊
者
の
う
ち
外
国
人
の

割
合
は
約
10
％
だ
と
い
う
。
ち
な
み
に
、
近
年
の
入
り
込

み
数
の
ピ
ー
ク
は
２
０
０
２
年
で
、
１
８
１
万
７
０
５
６

人
だ
っ
た
。　

月見橋から眺める温泉街の渓谷。豊平川の川底から高温の豊富な温泉水が自然湧出している

温泉街のいたるところにカッパ像がある。月見橋に
ある「ボクと記念写真」（小石匠：1991年作品）


